
海洋教育学校関係者評価 

（１）自己有用感、自己肯定感の育成について 

 ①生徒指標：「NO16 :地域やボランチイア活動等に主体的に参加することができる」 

 そう思う（前期）→（後期）   ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

  １年 １１％→１０％    ７７％→９０％    
  ２年 ５６％→７５％    ４３％→１８％      ０％→７％   
  ３年 ５０％→６６％    ３０％→１１％      ０％→２２％   

 ②保護者指標：「N016 :子どもは地域社会など行事やボランティア活動に主体的に参加していると思う」  

 そう思う       ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

    ３４％→５７％     ５７％→３６％      ０％→３％       ０％→３％  

 ③教職員指標：「NO:2 2 :地域社会や行事やボランティア活動に主体的に参加していると思う」 

 そう思う      ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

    ２２％→４２％     ７７％→５７％       

④生徒指標：「NO17 :地域や社会をよくするためにどうしたらよいか、自分にできることを考えることができる」 

 そう思う       ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

  １年 ２２％→２０％     ６６％→８０％    
  ２年 ６０％→７５％     ４０％→１８％      ０％→７％   
  ３年 ３３％→５５％     ３３％→２２％                ０％→２２％  

⑤教職員指標：「N023 :地域や社会をよくするために何をすべきかを考える構成になっている」 

 そう思う        ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

   ２２％→４２％    ７７％→５７％  

(2) 体験学習、調べ学習の充実について 

①生徒指標：「N018:自分の学習課題をもとに考え、体験(観察)し、分かったことをまとめたり、伝えたり(発表)す

ることができる」 

 そう思う       ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

１年 ２２％→２０％     ６６％→８０％    
２年 ６０％→７５％     ４０％→１８％      ０％→７％   
３年 ３３％→５５％     ３３％→２２％                ０％→２２％ 

②教職員指標：「N024:学習課題をもとに考え、体験・観察)しわかったことをまとめたり、伝えたり(発表)することが

 できる構成になっている」 

  そう思う       ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

  ５５％→５７％     ４４％→４３％  

③保護者指標：「N018:子どもは学習課題をもとに考え、体験(観察)し、わかったことをまとめたり、伝えたり(発表) 

することができていると思う」 

 そう思う      ややそう思う      あまりそう思わない   そう思わない 

  ４２％→３７％     ４２％→５０％      １２％→１３％    

【考 察】 

 前期アンケート結果より、生徒が主体的に活動することで「人や社会の役に立ちたい」という考えが育まれ、教師の手

立てを実行することで集団の中で生徒一人一人が認められることで「自己有用感」が生まれ「自己肯定感」へつながっ

ていくと考え、さらに「そう思う」の回答を高める取り組みを行った。その結果、後期アンケートの「体験的な学習、調べ学

習、発表力」についても教職員、保護者の肯定的な回答が増えたことから「海洋教育」は上記に記した各項目につい

て有効な教育活動であると考える。また、学年が上がる毎に生徒のよりよい変容をみとることができた。 


